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パパ記者の育てられ日記５
Imamura Hisanori
Imamura Hisanori出版


───────────────────────
                      


主な登場人物


パパ　１９９９年から新聞記者。政治部に在籍していた２００９年と２０１４年に子どもを授かり、それぞれ半年間の育休を取得。２０１５年に編集センターに異動し、紙面編集に携わる。

みな　２００９年４月生まれ。「美菜」は、ちょうど見頃だった「美しい菜の花のように」。ピアノ、英語と習い事に一生懸命。

こた　２０１４年５月生まれ。「耕大」は「耕して大きく育て」。読みは「こうた」で、保育園では「こうちゃん」。電車が大好き。





１月




きょうは、みーちゃんと、どりーちゃん






2019/01/09
〈朝のリビング〉
こた「パパ、くつした、はくよ」
パパ「クジラさんの靴下ね。はい、どうぞ」
みな「パパ、これ、右が『ミーちゃん』で、左が『ドリーちゃん』なんだよ」
パパ「そうなんだ」
みな「あと、青と黄色があってね、青は右が『あーちゃん』、左が『おーちゃん』なんだよ」
パパ「黄色のは？」
みな「『きーちゃん』『いろちゃん』だよ」
―――きーちゃんいろちゃんかわいそう。

2019/01/12
〈朝の算数〉
こた「ぱぱ、いちたすいちは、ん、ん、にでしょ？」
パパ「お、すごい」
こた「にたすには、ん、ん、ん、ん、よんでしょ？」
パパ「そだよ」
こた「にたすさんは、ん、ん、ん、ん、ん、ごでしょ？」
パパ「こた、頭の中で指、数えてるでしょ？」
こた「んーん！」
パパ「ほんとに？」
こた「あたまのなかじゃなくて、ちっちゃなこえで、かぞえてるよ」
―――「いちたす、よんは、じゅうよんでしょ？」とかも言ってたけど。







こまか、傘か






2019/01/14
〈年明け保育園送り〉
こた「ぱぱ、みんなで、こまつくったんだよ」
パパ「ほんとだ。お正月のコマだ。こたくん、上手だねえ。でも、これ逆さまじゃない？」
こた「よくみてぱぱ、ぼくのは、あめふってるから、かさにしたんだよ！」
―――確かに雨降ってる。




2019/01/15
〈夕方のリビング〉
みな「アレクサ、パプリカを聴かせて」
アレクサ「アマゾンミュージックで、フーリンのパプリカのサンプルを再生します」
（「♪パプリーカ、花が咲いーたーらー」とサンプルが流れ、途中で止まる）
こた「・・・パプリカを、うたってください」
みな「こたくん、歌ってじゃなくて、聴かせてだよ。それに、アレクサって言わないと、反応しないよ」
こた「アレクサ、パプリカを、きかせて」
アレクサ「パプリカは、アマゾンミュージックアンリミテッドに登録すれば、聴くことができます。詳細について知りたいですか？」
こた「しょうさいって、なんですか」
アレクサ「・・・」
―――アマゾン営業活動終了。

2019/01/17
〈深夜のひとり言〉
４歳のこたの寝顔を見ているとこれ以上大きくならないでと思うのに９歳のみなを見てると大人になった素敵な姿を見たいと思うのはなぜだろう。
―――答えは何となく分かっている。

2019/01/19
〈こたとお出かけ〉
パパ「あ、こんなところに、おしゃれなごはん屋さんができてる」
こた「しろい、ごはんやさん？」
―――ごはんと言えば白。





白いごはんやさん？








ひらがな練習中






2019/01/20
〈ひらがな　その１〉
こた「ぱぱ、ぼく、ひらがなよめるよ」
パパ「お、すごい」
こた「こっちは、し、ま、る、でしょ？」
―――読めてませんけど。

〈ひらがな　その２〉
みな「こたくん、これ（はんぺん）何て読む？」
こた「おもち！」
―――やっぱ絵見てるな。

〈ひらがな　その３〉
こた「ぱぱ、てんぷらの、もういっこ、なに？」
―――「てん」「ぷ」「ら」の３文字で終わってしまい泣きそうに。




2019/01/20
〈寝る前のリビング〉
パパ「こた、遊んでないで、もう寝るよ」
こた「やだ。だってぱぱ、こういってたよ。こどもは、あそぶのが、しごとって」
パパ「そだね」
こた「あかちゃんは、なくのがしごとでしょ」
パパ「パパ、いつもそう言ってるね」
こた「おとなは？」
パパ「んーと・・・」
みな「大人は、働くのが仕事だよ」
―――明日は月曜だ。

2019/01/21
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱみて、すぽーつかーだよ」
パパ「はいはい、朝ごはん作ってるから、ちょっと待ってね」
こた「ねえ、みて！」
パパ「はい、みたよ」
こた「ぱぱみて、たまちゃん（ぬいぐるみ）だよ」
パパ「はい、みたよ」
こた「ぱぱみて、（ぬいぐるみを並べて）せのじゅんだよ」
パパ「はい、みたよ」
こた「ぱぱ」（とことこ近くに）
パパ「なあに？」
こた「ほんとは、ちゃんと、みてないでしょ」
―――ばれてたか。




背の順に並べてみたよ






2019/01/24
〈こた保育園の連絡帳から〉
　節分に向けての製作も全員が終わったので、少し難しいのですが、”どんな鬼をやっつけるか”というお話をしてみました。はじめは赤鬼、青鬼と、色のことしか出てきませんでしたが、”自分の悪いな～と思うところ”を考えてもらうとピンと来たようで、様々な鬼が浮かんできました！
「お家ではいつも片付けしないのがいけないと思う」「ママとケンカするとすぐにプイ！としちゃうのがいけないと思う」「お家ではお野菜全然食べないのが悪いと思う」「早く寝ないのが悪いと思う」「YouTubeばっかり見るのがいけないと思う」・・・などなど。
　それぞれが思う自分のいけないところが続々と出てきました。自分のことを省みられるなんて素晴らしいです！節分で一生懸命やっつけよう！エイエイオー！と盛り上がりました。
―――うちなる鬼・・・先生が素晴らしいです。

2019/01/25
〈こた保育園へ〉
パパ「昨日、先生と節分のお話して、みんなの中の鬼は何？って聞かれたでしょ」
こた「うん。○○くんね、おかたづけしなさいっていわれて、おかたづけしても、すぐまた、だしちゃうんだって。おかたづけの、いみないじゃん！」
パパ「みんな一緒だね。こたの中の鬼は何？」
こた「うそつくとこ」
パパ「こた、どんなウソつくの？」
こた「・・・えっ？！　つかないよ、うそ」
―――まずい、と思ったな。








（左）飛車取った！　（右）取る前






2019/01/26
〈将棋対決〉
こた「ぱぱ、しょうぎしよ」
パパ「いいよ。パパ『歩』だけで、こたくん、ほか全部持ち駒ね」
（10分後）
こた「ぼく、こま、なくなっちゃった」
パパ「何でもかんでも置くからだよ。パパ、ねえねのピアノの準備でちょっと離れるから、どうしたらいいか、考えてみて」
こた「うん」
（数分後に戻ったら）
こた「パパ、ひしゃ、とったよ！」
―――それ自分の駒。





2019/01/28
〈こた寝言〉
「あのさーあのさー、ふたり、はいってるよ、そんなかに」
―――なんの夢だろ。

2019/01/29
〈朝のリビング〉
こた「ねえぱぱ、けんばんはーもにかって、ほんとのなまえ、なんていうの？」
パパ「鍵盤ハーモニカ」
こた「そうじゃなくて、ほんとのなまえは？」
パパ「鍵盤ハーモニカ」
こた「でも、はんかちって、ほんとのなまえは、はんかちーふでしょ」
パパ「お、そだね」
こた「けんばんはーもにかの、ほんとのなまえは、ぴあにかだよ」
―――試された。

2019/01/30
〈深夜のひとり言〉
大きくなったように見えて抱っこしてと言うのは４歳のこただけでなく９歳のみなも同じだなと思いつつ大人も同じ願望を持っているけど言えないだけかも知れないとの結論に至る。




ファーウェイは漢字の仲間






2019/01/30
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、みてこれ」
パパ「なあに？　新聞広げて」
こた「これ、ぼくが、かいたんだよ」
パパ「わあ、すごいね。写してるんだ」
こた「ぼく、じょうずでしょ、かんじ」
―――漢字か？





２月
2019/02/01
〈こた保護者会でママパパ懇談〉
先生「みんな春に『うみ組』になるのを楽しみにしていて、『そんなんじゃ、うみぐみさんに、なれないよ！』と言い合うのがはやっています。でも、中には『うみぐみさんに、なれないの？』と泣いちゃう子もいます」
ママＡ「かんなは食べるのだけは大好きで、いつの間にか各地の名産品を覚えています。愛媛はみかん、青森はりんご、滋賀は五平餅・・・でも、一つの県に一つの名産品と思っているみたいで、たまに他の産地のものを買ってくると『ママ、みかんは、えひめじゃないの？』と聞いてきて、腑に落ちない様子です」
ママＢ「さやかは節分に向けて『おには、こわい』『おにに、たべられる』とおびえて過ごしています」
（保護者会後）
こた「ぱぱ、きょうね、おにがきて、せんせいが、つれてかれそうになったんだけどね、ぼくが、まもってあげたんだよ」
先生「そう、こうたくん１人だけ、助けてくれたよね」
―――みなが４歳のときは泣いてたけどな。

2019/02/02
〈夕ごはん準備〉
みな「やったあ、お肉だ。でも、きのこ乗せちゃうんでしょ？」
こた「ぱぱ、ぼく、きのこ、やらないで！」
パパ「やらないでって、乗せないでって意味？」
みな「わたしも、きのこ、やらないで！」
パパ「もう！　そんなこと、やらないで！」
こた「じゃあぱぱ、いっこだけたべたら、かんべんしてくれる？」
―――勘弁しません。

じゃがいもオムレツ・ミラノ風カツレツきのこバルサミコ炒め添え・オレンジとブロッコリーのサラダ・バゲットとケッカソース・ブリのカルパッチョ・いつものピザ
・白ワイン


2019/02/03
〈夕食のテーブル〉
こた「くーいずくいず」
パパ「なーんのクイズ」
こた「すいぞくかんくいず」
パパ「はい、どうぞ」
こた「うみがつく、かめは、なーんだ」
一同「・・・」
こた「だれか、こたえて！」
みな「こたうみがめ！」
こた「ぶぶー！」
パパ「え、ウミガメでしょ？」
こた「ぴんぽーん！」
パパ「・・・もっと難しくした方が、よくない？」
こた「じゃ、くがつくもの、なーんだ」
パパ「いきなり何でもあり？　んー・・・わかんない」
こた「こたえは、くるま、でした！」
パパ「わかるわけないし」
こた「じゃ、みのつくもの、なーんだ」
パパ「・・・ミトン」
こた「ぴんぽーん！」
パパ「こた、ミトンて知ってるんだ」
こた「しってるよ。ちょうりちゅうに、あついものを、もつやつだよ。でも、なんで、わかったの？」
―――問題出すときキッチンのミトンじーっと見てたからだよ。
節分こた作「おに」


2019/02/08
〈こたお迎え〉
こた「ねえぱぱ、あした、ゆきがふるんでしょ？」
パパ「うん、降るらしいよ」
こた「いっぱいふったら、ゆきだるま、つくれる？」
パパ「うん、作れるよ。でもパパ、あした仕事なんだよね」
こた「ぼく、おおゆきに、なってほしいな」
パパ「えー？！　大雪？」
こた「だって、おおゆきになったら、おしごと、おやすみになるでしょ」
―――そんなに降ったら困る。

2019/02/09
〈朝のリビング〉
パパ「おはよ。ちょっと雪降ってるから、パパ８時ごろ仕事行こかな」
こた「はちじって、はちってこと？」
パパ「そだよ。９時には着かなくちゃ」
こた「くじって、ろくってこと？」
パパ「？？？」
みな「こたくん、くじって、きゅうじってことだよ。だから、何時？」
こた「きゅう！」
―――なんで分かんないのか分かんなかった。

2019/02/09
〈晩ごはんのテーブル〉
こた「ぱぱ、こどもって、おせわするの、たいへんだねえ」
パパ「お、わかってるやん。何で、そう思ったの？」
こた「だって、うまれたばっかりだと、みるくつくったりするの、たいへんじゃん」
パパ「ひとごとか」
―――あなたも十分お世話するの大変です。

2019/02/12
〈おやすみ前〉
こた「しょこらちゃん（ぬいぐるみ）に、ぺらぺらまんが、よむよ」
パパ「ん？！　パラパラめくったら動くやつ？」
みな「こたくん、ペラペラじゃなくて、パラパラじゃない？」
こた「そっか・・・じゃ、ぱらぱらめんが、よむよ」
みな「めんが・・・？」
―――結局ちがうし。

お風呂あがり柔軟体操


2019/02/15
〈こた寝かしつけ〉
ピコッ・・・ピコッ・・・ピコッ・・・
パパ「なんか電子音みたいのするなあ、と思ったら、こた、しゃっくりしてる？」
こた「うん、しゃっくりがでて、ピコッ、ねれないの」
パパ「深呼吸してみたら？」
こた「うん・・・ピコッ・・・できなピコッ」
―――寝るのに30分以上かかった。

2019/02/17
〈晩ごはんのテーブル〉
みな「こたくん、これ何だと思う？」
こた「さーもん！」
みな「これは？」
こた「まぐろ！」
みな「これは？」
こた「たい！」
みな「これは？」
こた「あさり！」
みな「これは？」
こた「ほたるいか！」
みな「・・・じゃ、こたくんの大好きな牛乳は、何からできてる？」
こた「うしさんの、おちち！」
―――みなは４歳のとき分かんなかったような。

・まぐろ、鯛、サーモンの手毬寿司・納豆細巻き・ホタルイカわかめサラダ・チキンカツ、タルタルソース・あさり味噌汁


2019/02/19
〈晩ごはん後のリビング〉
こた「しりこんねんど、やろ」
パパ「お、ベーカリーセット。なに作んの？」
こた「かめろんぱんだよ」
（「かんせい」見本を見ながら製作５分）
こた「ぱぱ、できたよ！　かわいい、かめろんぱん」
パパ「目と足でかっ！・・・こたくん、上手だねえ」
―――見る→頭の中→つくる、のプロセスが知りたい。

（上）こうた作かめろんぱん
（下）完成見本



2019/02/21
〈朝のリビング〉
こた「ねえぱぱ、だいちゅうしょうの、だいの、うえってなあに？」
パパ「大の上？　ないよ」
こた「えー？！　あるでしょ！」
パパ「んーと・・・巨大かな。でも、ほんとは大で終わりと思うよ」
こた「ちがうよ！　だいのうえは、びっぐだよ」
みな「英語になってる」
パパ「ビッグより巨大のが大きいかも」
こた「そっか。じゃ、きょだいのうえ、しってる？」
パパ「知らない。何だろ」
こた「きょだいのうえは、だいなみっくだよ」
―――まとめると小中大ビッグ巨大ダイナミック。

2019/02/22
〈朝のリビング〉
こた「ねえぱぱ、あおおにだいがっこうって、ある？」
パパ「青鬼？ 青森大学なら、あったと思うよ」
こた「あおおにじゃ、なくて？」
パパ「そだよ」
こた「しょうがっこう、ちゅうがっこうのつぎが、だいがっこう？」
パパ「中学校の次は、高校だよ。で、大学校もあるけど、普通は大学だよ」
こた「なんで、だいがっこうじゃ、ないの？」
―――わかんない。


2019/02/24
〈朝の自由研究〉
みな「ねぇパパ、お金って、いっぱい作ったらいいんじゃない？」
パパ「なんで？」
みな「だって、みんなお金持ちになるでしょ」
パパ「でも、みんなの持ってるお金が、いきなり２倍に増えたら、お店はどうする？」
みな「あ、そうか、値段を２倍にする」
パパ「そだね。お金を増やしても意味ないよ」
みな「だから、平成って、お金作ってないの？」
パパ「ん？　作ってると思うよ」
みな「でも、わたしのお金、昭和ばっかりだよ」
パパ「じゃ、パパのお財布の五円玉で調べてみる」
こた「ぱぱ、ごえん（ご縁）だからって、ごえんおおすぎ！」
―――28枚のうち昭和18枚（50年以前11枚）、平成10枚で、確かに古いのが多い。単年では昭和50年と61年が３枚で並ぶ。

五円玉いくつだろ


2019/02/26
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、きのうね、さりーちゃんとさやかちゃんが、あいどるせんしごっこしてたんだよ」
パパ「そなんだ。戦うの？」
こた「うたって、おどるんだよ。それでね、ぼくもまぜてってゆったら、おとこのこは、だめだって」
パパ「なんでだろ」
こた「おとこのこは、わるものだからだって」
―――だいぶ悲しかったみたい。

2019/02/28
〈夕方のリビング〉
こた「なに、このにおい？」
パパ「えーと、野菜の酒盗炒めだよ」
こた「ぱぱ、まど、あけていい？」
パパ「なんで？」
こた「だって、ねえねの、ぬいだばっかりの、くつしたの、においがするんだもん」
―――おいしいのに。

・新じゃがコロッケ・タコうど味噌マヨ和え・いんげん酒盗炒め・水菜の肉巻き・きしめん






３月


2019/03/01
〈朝食のテーブル〉
こた「ぱぱ、（牛乳パックの『さ』を指して）このじ、さって、よむんでしょ？」
パパ「そだよ。よく知ってるね」
こた「これ、さかさまにしたら、ちって、よむんでしょ？」
パパ「そだよ。よく知ってるね」
こた「じゃあ、（『を』を指して）このじ、なんてよむ？」
パパ「を、だよ」
こた「だから、（『を』を指して）これ！」
パパ「だから、を！」
こた「ちがうよ、うぉ、だよ！」
―――おうてる。

2019/03/02
〈スタバでお茶〉
パパ「土曜午後って混んでるね。お席あるかなあ」
こた「じゃ、ぼく、にかいにいって、みてくるね」
パパ「お、ありがと。パパ、ここでコーヒーできるの待ってるよ」
（３分後）
こた「ぱぱ、おせき、いっぱいあったよ」
パパ「え？　そんなにあった？」
こた「うん、だれかすわってるおせきが、いっぱいあった」
―――そらそやろ。





スタバ、なんとかテラス席ゲット







2019/03/04
〈午後のリビング〉
こた「ぱぱ、ぼくね、ひらがなだけじゃなくて、かんじも、かけるんだよ」
パパ「ほんとに？　前は漢字とか言って『ファーウェイ』ってカタカナ書いてたけど」
こた「ほんとだよ。ほらね、じょうずでしょ」
―――漢字だ。




なに見て書いた？








おひ・・・？






2019/03/06
〈朝のリビング〉
●図工
こた「ぱぱ、みてこれ」
パパ「わあ、おひなさまだ。上手だねえ。この『おひ』ってなあに？」
こた「だって、『な』が、わかんなかったんだもん」
―――「おひなさま」にはスペースないぞ。
●地理
こた「ぱぱ、かなだって、どこ？」
パパ「日本から、ずーと東に行って・・・ここだよ」
こた「うわあ、おおきい！」
パパ「この水色の広いとこ、何か知ってる？」
こた「たいりく！」
パパ「なんでやねん！ 海だよ」
こた「うわあ、ひろい！」
パパ「泳いで、カナダまで行けるかなあ」
こた「そんなに、いき、とめられないよう！」
―――息継ぎなしは無理。







いつも、ありがとう






2019/03/08
〈みな保護者会〉
机の上の名札をひっくり返すとメッセージが。
―――こちらこそ、よろしく。

2019/03/09
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、じゅうじのおやつ、たべていい？」
パパ「いいよ。どうしたの、その、ひよこちゃん」
こた「きのう、そつえんしきで、もらったんだよ」
パパ「どこから食べる？」
こた「おしりからだよ。だって、おかおは、かわいいから」
（３分後）
こた「ぱぱ、これ、あしたに、のこしていい？」
パパ「なんで？」
こた「だって、おかおは、かわいいから」
―――ホラー。





ひよこが・・・






2019/03/13
〈朝のキッチン〉
みな「パパ、これ何？」
パパ「こたの遠足のお弁当。海老フライ食べたいんだって。朝から揚げもの大変」
みな「パンダもいる」
パパ「海苔巻いただけだと寂しいから目つけてみた、っていうか、こたのお弁当なのに、なんで、ねえねがチェックしてんだよう」
みな「毎日お弁当だったらいいのになって。でも、給食も好きだよ」
パパ「最近は何が好き？」
みな「１番がカレーうどんで、２番がきしめんで、３番がカレー」
―――ほぼカレーとうどん。




エビフライ弁当








2019/03/15
〈こた保育園〉
こた「ぱぱ、ぼくね、おおきくなったら、けっこんするひと、きまったよ」
パパ「まじか。だれ？」
こた「らんちゃん（保育園の同級生）だよ。きのうね、らんちゃんが、けっこんしよって、ゆったよ」
パパ「よかったねえ。何て答えたの？」
こた「いいよって」
パパ「そっか。こたが結婚したい人は？」
こた「らんちゃんだよ。だって、かわいいから」
―――軽い。




写真は「遠足」








2019/03/16
〈朝のリビング〉
パパ「こた、今日こそ髪の毛切るよ」
こた「やだ。あしたきる」
パパ「だって、先週も明日切る明日切るって言って、土曜も日曜も切らなかったよ」
みな「わかった。こたくん、明日、絶対だよ」
こた「うん」
みな「じゃ、これにサインして」
（３月17日（日）にかみをきります）
―――サイン？





ぼくは髪を切ります






2019/03/20
〈朝のリビング〉
みな「パパ、きょうクラスでお楽しみ会なんだよ」
パパ「お、よかったね。何すんの？」
みな「えっとね、笑ってはいけない15分とか、宝探しゲームとか、リレーとか、おにごっことか。２時間目から４時間目までやるんだよ」
パパ「そんなに？」
みな「うん。ぽん、30個たまったから」
（ぽん＝宿題を全員やってきたり、給食を時間内に終えたり、目標を達成すると担任の先生からもらえる）
パパ「ほとんど遊んでるな・・・あとの時間は何すんの？」
みな「１時間目が算数で、５時間目が学活だよ。それで、放課後も友だちと遊ぶから、みんなに持っていく用にホットサンド作っといて！」
こた「いいなあ、ねえね」
パパ「こたって、お勉強してたっけ？」
こた「ううん、ほいくえんで、まいにち、あそんでるよ」
―――小学校って授業時間足りないとか言ってなかったっけ。




2019/03/24
〈夕食後のテーブル〉
こた「ねえぱぱ、なんで、ちきゅうはまるいのに、したにいるひとは、おっこちないの？ てんじょうが、したにあるのに」
―――キタコレまた。こた４歳10カ月。

（育てられ日記によると、みなは５歳７カ月）
みな「ねえぱぱ、ちきゅうのうらがわにいるひとは、なんで、さかさまなのに、おっこちないの？」

2019/03/28
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、いっちょういっせきって、どういういみかしってる？」
パパ「うん、知ってるよ。みなは？」
みな「ううん、知らない」
こた「いっちょういっせきは、わずかなじかんっていういみだよ」
みな「・・・」
―――４歳うれしそう。






４月


2019/04/05
〈みなこたとお買い物〉
　子どもとお出かけするとき、トイレの個室ドアで困ることがある。たいてい内側への開き戸で、放っておくと開くようになっているからだ。
　　　　　☆
　きょうも、そうだった。
「おといれ、いきたい」と、こたが言うので、みなを残して連れて行った。
「中からカギをかけるんだよ」と個室に入れたものの、しばらくして中から「ぱぱ、これじゃ、あけれないよ」と声がした。
　　　　　☆
　こたは自分でおしりが拭けない。それに、座ったままドアに手が届かない。カギをかけようと思うと、一緒に中に入るしかない。でも、そうすると「ひとがいると、うんちがでないよ」と言われてしまう。
　　　　　☆
　仕方がないから個室の外に出て、ドアを引いて閉めたまま待つ。
　ドアを隔てた沈黙。
　ほかの「来客」には空室の前に突っ立っているように見えるらしい。「空いてます？」と聞かれたり、いぶかしそうな顔をされたりする。
　　　　　☆
　ひとりでトイレがしたい、でも、おしりが拭けない。
　いまだけだから、とは思うけれど、その期間は意外と長い。何かいい方法がないか考えても、妙案は浮かばなかった。
　　　　　☆
　10分ほどで５、６人をやり過ごした後、30歳くらいの男の人がやってきた。喫緊の表情を浮かべている。
　薄くドアを開けて「もう、いい？」と聞くと、こたは「うん」とうなずいた。
　　　　　☆
　急いでおしりを拭き、先に外に出る。こたは、のんびりパンツをはき、ズボンを上げている。
「がんばって、ひとりで拭けるようになろうね」と声をかけると、こたは「うん」とうなずいて、洗面台へ駆けていった。

2019/04/07
〈朝のリビング〉
みな「こたくんのお名前、いつの間にか、タコになるよ。こた、こたこたこたコタコタコタコ、タコ。ほらね」
パパ「みなも、波になるよ。みな、みなみなみなミナミナミなみなみ、波。ほらね」
こた「ぼくも、できるよ。みかん、みかんみかんみかんみかん、えあこんえあこんえあこん、えあこん！　ほらね」
―――「ほらね」の意味がわからん。





ぬいぐるみの「おれんちゃん」大好き







2019/04/07
〈みなとランチ〉
みな「あーあ、もうすぐ始業式か」
パパ「クラス替え、楽しみだね」
みな「えー？！　やだ。わたし、しし（友だち）と一緒がいい」
パパ「一緒かもしれないよ。２クラスしかないんだし」
みな「ううん、私たち３年生までずっと一緒だから、次は絶対、別のクラスだよ」
パパ「そっか。クラスって、どうやって決めるんだろうね」
みな「走る速さじゃない？」
パパ「まさかあ」
みな「でも３月、みんなで50メートルのタイム計ったよ。クラス決めるのに使うって言ってた」
パパ「運動会で不公平にならないように、か」
―――もっと大事なことがある気がするぞ。

2019/04/07
〈こた公園〉
パパ「夕ごはん、なに作ろ」
こた「やきそばは？」
パパ「でも、お昼ごはん、ラーメンだったよ」
こた「そっか、めん、めんだ。じゃ、ちゃーはんは？」
パパ「あ、それいいね」
こた「でも、ちゅうか、ちゅうかだ」
パパ「じゃ、こたの好きな、お肉を焼いたやつは？」
こた「でも、おひるのらーめんに、ちゃーしゅー、はいってたよ。おにく、おにくだ」
―――それ言いだすと何も作れん。

2019/04/08
〈ドラえもん工作〉
　お出かけついでに立ち寄った書店で、こたを放し飼いにしていると、しばらくして雑誌コーナーから「小学１年生」を抱えてきた。
　いつもは「たのしい幼稚園」や「めばえ」を持ってくるのに、小学生向けは珍しい。４歳になって言葉が増え、興味が広がっているのかもしれない。
「難しかったら、ねえねと一緒に読もうね」と言って、レジに持って行った。
　　　　　☆
「読もうね」とは言ったものの、幼児向け雑誌は付録を買っているようなものだ。５センチほどの厚みのほぼ半分を、工作の材料が占める。
　電池を入れると動き、市販のおもちゃのように遊べるものもあって、おまけの域を超えている。
　こたはいつも付録を作るのに夢中で、雑誌はほったらかしだ。
　　　　　☆
　こたは家に着くなり、さっそく付録だけを取り出した。
　投げ出された雑誌の表紙には「ドラえもん　おえかき　ぶんぼうぐセット」と書いてある。
　小さな黒板や定規が入っていて、それらを入れる紙製の文房具ケースを組み立てるようだ。
　キッチンで夕食の準備に取りかかると、目の前のテーブルで、こたは作業を始めた。
　　　　　☆
　厚紙に印刷された部品を、ミシン目に沿って外す。山折り、谷折りの指示通りに接続部分のツメを折り、部品同士をつなげる。ツメにノリを付け、固定する。
　大人なら、ほんの数分で終わるのだけれど―――
　　　　　☆
　作り始めて５分、すすり泣きが聞こえてきた。
　キッチンのカウンター越しに「どうしたの？」と聞くと、「どうしても、くっつかないの！」と言う。接続部分のツメが、うまく隣の部品の切り込みに差し込めないらしい。
「手伝おうか？」と言ったら、「ぼくが、ひとりでやる！」と、ひときわ大きな声が返ってきた。
　　　　　☆
　それから１時間、大変だった。
　こたは泣きながら、ずっと同じ部品同士をつなげようとしている。
　うわーん、うわーんと泣き声は大きくなる。
　あまりにうるさくて、ママもみなも、ほかの部屋に避難した。
　　　　　☆
　やっとの思いで一つのツメを差し込むと、ほかのツメが外れている。
　料理しながら見ていると、ずっとそんなことを繰り返している。
　こたの小さな手は、まだ細かい作業する器用さがない。涙がしみて部品が柔らかくなり、余計に難しくなっている。
　　　　　☆
　泣きながら、一つのことに打ち込む。
　やーめた、と投げ出さない。
　手伝ってもらうのを、かたくなに断る。
　そんな姿を見たのは、初めてかもしれない。
　　　　　☆
「ちゃんと折り目をつけてから、差し込むんだよ」
「のりが乾かないのに動かすと、部品が外れるよ」
　手伝うのは簡単だけど、ひとりで闘っているのを邪魔したくはない。
　だから手は貸さず、カウンター越しに声をかけた。
　　　　　☆
　できるはずだと思ったのに、できない。そんな経験は、大きくなってからも、たくさんある。
　大人なら、ちょっと休んだり、いい方法を考えたり、どうしようもなければ、あきらめたりもできる。でも、こたには「できるはず」の一本道しか目に入らないのかもしれない。
　　　　　☆
　この春から「うみ組」。
　できないことが、どんどんできるようになっていく。
　自分の弱さや、ふがいなさが嫌になり、悔しい思いをすることも、時にはあるだろう。それでも、たやすい道に逃げず、いつも困難に立ち向かってほしい。
　　　　　☆
「ぱぱ、できたよ」
　ひとりで仕上げた「ドラえもん」は、まだ、涙で濡れていた。
「がんばったねえ。いっぱい泣いたから、お顔、洗ってこようか」
　そう声をかけたとき、ちょうど、こたの大好きなピザが焼けた、オーブンの電子音が鳴った。





がんばって作ったよ






2019/04/10
〈こた寝かしつけ〉
パパ「こた、いっつも、おれんちゃん（アライグマのぬいぐるみ）寝かしつけてるね」
こた「うん、かわいいから、こっちむきに、ねかせるんだよ。さむいから、おふとんも、かけて」
パパ「周りに置いてるの、何？」
こた「ときどき、よなかにおきたらね、おれんちゃん、あそびたくなっちゃうからね、るーびっくきゅーぶを、おいとくんだよ。のどがかわいたら、このおみずを、のむんだよ」
パパ「なんでパンダも？」
こた「ひとりだけだと、さみしいでしょ！　だから、しゃんしゃん（パンダ）もいっしょだよ」
―――いいから早く寝てほしい（気遣いゼロ）。





ぬいぐるみさんも、ねんねだよ






2019/04/12
〈こた登園〉
　保育園に着いて、こたと一緒に４歳児クラス「うみぐみ」のある２階に上がると、泣き声の合唱が聞こえてきた。
　ゼロ歳児クラス「ゆめぐみ」の部屋からだ。
「ゆめぐみさん、泣いてるねえ。４月だねえ」
　そうつぶやいたら、ちょうど通りかかった、用務員のたかはしさんと目があった。互いに笑いあうのを見て、こたは、きょとんとしている。
　　　　　☆
　前日まで、こんなに泣き声はしなかった。
　ちょうど、慣らし保育が終わる時期だからだろう。
　初めての保育園で、仕事に行くママやパパとの、むりやりの別れ。部屋の中は見えないけれど、泣きやまない赤ちゃんたちをあやす先生たちが目に浮かぶ。
　　　　　☆
　ママやパパにとっても、４月は慣らし期間だ。勤務時間が変わらなければ、起きる時刻が１時間は早まる。
　仕事だから仕方ないと思っていても、泣きわめく赤ちゃんを置いて去るのは、心が痛む。おむつや着替え、タオルを準備するお決まりの作業も、慣れるまでは一苦労だったのを思い出す。
　　　　　☆
　うみぐみの部屋に着くと、こたはさっさとリュックを開け、ひとりで朝の準備を始めた。
先生も「変わりないですか？」とだけ聞いて、みんなを自由に遊ばせている。
「こうたくんぱぱ！」と、子どもたちが集まってきた。
「じゃんぷたっちして！」「これみて！」と騒がしい。
　　　　　☆
　こたとバイバイして１階に戻ると、職員室の前の標語に「新しい生活になれる」と掲げられていた。子どもたちだけでなく、ママやパパへのメッセージなのかもしれないと、まだ耳に届く泣き声を聞きながら思った。
　そして、みなを初めて預けた10年前から、変化の風が、ふわりと。
　玄関に、慌ただしく脱ぎ置かれた靴のほとんどが、パパたちのものだった。





春、パパたちの靴が増えた








2019/04/17
〈朝のリビング〉
（２日前）
こた「ぱぱ、おしっこ、でそう」
パパ「行っといで」
こた「おといれ、いってきまあす」
（１日前）
こた「ぱぱ、おといれ、いく」
パパ「行っといで」
こた「おしっこ、いってきまあす」
（きょう）
こた「ぱぱ、おといれ、いきそう」
パパ「・・・勝手に行って」
―――混ざった。

2019/04/21
〈朝ごはんのテーブル〉
パパ「こた、ごはんの途中で遊ばないよ。もう！　朝ごはん食べるのに１時間かかってる」
こた「だって、おもしろいから、どうしても、あそんじゃうの！」
パパ「今度から、ちゃんと最後まで座って食べれたらシールもらえて、何個か貯まったらご褒美にしようかな」
こた「いいよ！」
パパ「何個がいい？」
こた「ぼく４さいだから、４こにする！　５さいになったら、５こ」
―――お昼ごはんのラーメンで一つ目ゲット。





できましたシールできました








2019/04/22
〈朝食のテーブル〉
パパ「みんな、朝ごはん、できたよ」
こた「はーい。ぱぱ、きのう、しーる３つ、たまったよ」
パパ「え、もう？！　できましたシール、昨日のお昼ごはん、ちゃんと食べれたから１個目でしょ。晩ごはんで２個目じゃない？」
こた「えーとね、きのう、おやつも、ちゃんと、たべれたから。あといっこで、ごほうびだよ」
―――ご褒美も、おやつだった気が。

2019/04/24
〈みな学校帰り〉
みな「ただいまあ」
パパ「おかえり。遊びに行く？」
みな「うん、友だちと待ち合わせ。でも、その前に漢字の宿題やる」
パパ「お、いいね。みなにも、こたの隣に『みな９さい、できましたシール』作ろうか？」
みな「やめて、いらない！ わたし、９個たまっても、ほしいもの、ないもん！ それより、友だちにもってくから、パパの紅茶ケーキ、５個に切って！」
―――シール効果は保育園まで。

2019/04/27
〈こたとお出かけ〉
こた「あ、すぽーつかーやさんだ！」
パパ「スバルの店だね。パパ、昔乗ってたよ」
こた「ほんとに？　かくしわざとか、あるの？」
パパ「隠し技？」
こた「はねがでて、おそら、とぶとか」
―――そらないな。




・エメンタール入りコロッケ・カジキと黒オリーブのゴルゴンゾーラスパゲティ
・牛すじトマト煮込み・シチリア風カポナータ・バゲットとケッカソース・チーズ盛り合わせ・いつものピザ・赤ワイン






2019/04/27
〈夕食のテーブル〉
こた「ぱぱ、これ（カポナータ）てきとうにつくった？」
パパ「うん、結構テキトー。トマトソース使わないで、セミドライトマト作って使ったよ」
こた「せみが、だいすきな、とまと？」
―――乾かしたトマトだよ。

2019/04/28
〈朝ごはん時スマートスピーカー〉
みな「アレクサ、豆しば（豆しば豆知識アプリ）を開いて」
アレ「（豆しばの声で）豆しば?。我を召喚したのは、汝（なんじ）か？」
こた「ろくじです」
アレ「・・・」
―――きょうも平和。

2019/04/28
〈改元記念？昭和記念公園へ〉
カツサンド＋ＢＬＴサンド＋おにぎり弁当。
―――午前５時台から揚げ物。




誕生日祝いで昭和記念公園








2019/04/28
〈みなバースデー〉
パパ「みな、きょうお誕生日だから、何でも作るよ。何がいい？」
みな「んー・・・ざるうどん！」
―――地味。

2019/04/30
〈こた朝トイレ〉
こた「ぱぱー、うんちでた」
パパ「はーい。じゃ、拭いたげるよ」
こた「ちょっとまって！　まだ、おしっこでる」
パパ「そっか。じゃ、また呼んで」
こた「ぱぱー、おしっこでた」
パパ「はーい。じゃ、拭いたげるよ」
こた「ちょっとまって！　まだ、なにかでる」
―――ほかに何。





５月


2019/05/02
〈こたマジック熱〉
こた「ねえぱぱ、このびーだま、きえるんだよ。みてて」
パパ「お、すごいね。どうやるの？」
こた「てのなかに、びーだまを、いれるでしょ。そしたら・・・ちょっとぱぱ、うしろむいてて！」
パパ「えー？！　見てちゃダメなの？」
こた「そうだよ！　うしろむいて！」
パパ「はい。向いたよ」
こた「ぱぱ、こっちみていいよ。ほら、なくなったでしょ！」
―――毎回うしろ向かされる。




ぺんちゃんと、おでかけ






2019/05/03
〈お友だち家族とランチ〉
パパ「連休だとお昼ごはん作ったり遊びにいったり休めない・・・仕事の方が楽かも」
こた「なんで？」
―――おぬしが聞くか。

2019/05/04
〈こた公園〉
こた「ぱぱ、このこうえん、ほいくえんがあるよ」
パパ「認定こども園だね。保育園と幼稚園が一緒になったやつだよ」
こた「ほいくえんと、ようちえんって、どうちがうの？」
パパ「うーん・・・ちょっと違うけど、ほとんど同じかな。どっちも子どもが通って遊ぶとこだよ」
こた「ぱぱ、かくさないで！　ぼく、ほんとのこと、しりたい！」
―――ドラマか。

（帰り道の自転車）
こた「あ、あそこに、こいのぼりがあるよ」
パパ「どこ？」
こた「あそこだよ、おじぞうさんのとこ！」
パパ「ごめん、通り過ぎちゃった」
こた「もうぱぱ、まきもどして！」
―――ビデオか。

（帰宅）
こた「ぱぱ、おじぞうさんて、かみさまでしょ」
パパ「どっちかと言うと、仏様かな。みんなを助けてくれるよ」
こた「そうだよ。わるいことしたら、かえってくるよ」
―――悟ったか。

2019/05/14
〈おやすみ前こた〉
こた「ぱぱ、あかるいの、はんたいは、なあんだ」
パパ「・・・暗い」
こた「ぴんぽーん！　じゃ、かるいの、はんたいは、なあんだ」
パパ「重い」
こた「ぴんぽーん！　じゃ、ながいの、はんたいは、なあんだ」
パパ「短い」
こた「ぴんぽーん！」
パパ「じゃ、こたくん、パパからも。押すの反対は、なあんだ」
こた「おしてない！」
―――守りに弱いタイプ。




相似形






2019/05/17
〈朝の寝室〉
川の字で寝たはずなのに。
―――寝相がいいのか悪いのか。





2019/05/19
〈昼ごはんのテーブル〉
こた「ねえぱぱ、ぱぱと、こうたくんって、どっちがさきに、うまれたの？」
パパ「どっちだと思う？」
こた「ぱぱ」
パパ「なんで？」
こた「だってぱぱ、ままよりおっきいから」
―――基準が不明。







・焼きそば・焼肉・紅茶のパウンドケーキ・スイカと生ハムの冷製カッペリーニ・いろいろトマトのカプレーゼ・バゲットとケッカソース・ざるうどん、など






2019/05/19
〈こた５歳バースデー〉
パパ「こたくんの、お願い通り作ったよ」
こた「やったあ！」
―――偏り気味。

2019/05/21
〈こた保護者会〉
先生がクラスで新聞を使っているというのでどんな言葉の学びに使っているのかと思ったら子どもたちが乗った新聞紙をだんだん折って小さくして落ちたら負けとかお箸を持つ練習で新聞紙を手でちぎるとかしているらしい。
――うれしいやら悲しいやら。

2019/05/22
〈朝ごはんのテーブル〉
パパ「こた、遊んでないで、早く食べるよ」
こた「ねえぱぱ、きのう、ほごしゃかいだったでしょ」
パパ「そだよ。っていうか、早く食べよ」
こた「これ、なんだとおもう？」
パパ「折り紙の・・・ヨットだ！　っていうか、早く食べて」
こた「これ、ふーってやったら、うごくんだよ」
パパ「うわあ、すごい。っていうか、早く食べてってば。パパ、早く食べてって、30回以上言ってるよ」
こた「だって、あそんじゃうんだもん」
パパ「そだね。昨日の保護者会で、うみ組のみんなも、家ではごはんの時に遊んじゃうんだって」
こた「ぱぱ、おやさい、つるぴかにしたよ！」
パパ「つるぴか？」
―――けさは完食まで１時間20分でした。

2019/05/23
〈こた遠足〉
パパ「おはよ。焼きそばと餃子のお弁当だよ」
こた「やったあ・・・ぱぱ、ぼく、おにぎりも、ほしかった！」
―――むりやり追加。





おにぎり追加






2019/05/24
〈夕ごはんのテーブル〉
こた「ねえぱぱ、なんで、しんごうはみどりなのに、あおっていうの？」
パパ「え、わかんない。なんでだろ」
こた「でもぱぱ、いちごのあかちゃんも、みどりだけど、まだあおいっていうよ」
パパ「確かに若いと青いって同じだな・・・」
―――長年の謎が解けるかも。

2019/05/25
〈朝ごはんのテーブル〉
パパ「みんな、ごはん、できたよ」
こた「あ、ぽてとさらだだ・・・ぼくって、ぽてとさらだ、だいすきだっけ？」
みな「こうた、わかんなくなってる」
こた「ぱぱ、あいたたじゃんけんって、しってる？」
パパ「あいたた？　んーん、知らない。どんなじゃんけん？」
こた「ぼくも、しらない」
―――きょうも手強い。

2019/05/26
〈朝のリビング〉
パパ「みんな、ごはん、できたよ」
こた「ぼくも、ごはん、できたよ」
パパ「なに作ってくれたの？」
こた「みるくこーひーと、おさかなはんばーぐめだまやきと、じゃがいもみにとまとめだまやき」
―――全部めだまやき。




めだまやきだらけ






2019/05/26
〈こた散髪〉
こた「ねえぱぱ、ちくちくするから、やあだ！ はやくおわって！」
パパ「もう！　文句ばっかり。はい、おわったよ」
こた「ねえねたちに、みせてくる！」
（リビングに行って戻る）
こた「ねえぱぱ、ままがね、すごくかっこよくなったね、だって。だから、ありがとうって、ゆったよ」
―――パパは言われてないぞ。

2019/05/28
〈みな遠足〉
カツサンド弁当。
―――みんなが寝た後に帰って起きる前から料理（いつもだけど）。





大人気カツサンド弁当









６月


2019/06/02
〈早お迎えの習い事〉
　にぎやかなはずの保育園が、しんとしている。
　おしりのポケットからスマホを取り出すと、時計のアイコンが１時40分を指していた。
　ちょうど、お昼寝の時間だ。
　足音を立てないようにそっと２階に上がり、こたの待つ「うみぐみ」に向かう。
　　　　　☆
　ガラス越しに部屋をのぞくと、小さな青いベッドが整然と並んでいる。給食を片付けた後、用務員さんが押入れから出して、並べてくれるらしい。
　子どもたちは、みんな、そのベッドの中で、すやすや眠っている。と思ったら、むくっと起き上がってまた横になったり、薄目をあけていたり、寝相が悪くてベッドから落ちそうだったり、いろんな子がいる。
　　　　　☆
　こたは、どこだろう。毛布をかぶっているからか、見つからない。
「先生、お迎えにきました」
　入り口で、パソコンに向かってカタカタとキーボードを打っている先生に声をかけた。
「あ、こうちゃんですね。いま、おトイレに行ってます」
　そう言って、トイレに案内してくれた。
　１時半にお迎えだよ、と伝えていたので、こたは寝ないで待っていたらしい。
　　　　　☆
　トイレの前で待っていると、「ぱぱ」と言って、こたが出てきた。
「いちじはん、すぎてるよ」
「ごめん。ちょっと遅くなっちゃった」
「いまから、いーしーしーでしょ」
「そうだね。楽しみだねえ」
　先生にさよなら、と言って保育園を後にする。
　　　　　☆
　いつもより早いお迎えは、英語教室の体験レッスンに行くためだ。
　みなも通っている教室。送り迎えを一緒にするうちに「ぼくも、やってみたい」と言い始めた。
　家でも、たまにアルファベットの本を開いている。そういえば、みなが通い始めたのも、保育園のころだった。
　　　　　☆
　教室は家から歩いて10分ほど。小学生の女の子がいる先生が、自宅の一室でレッスンをしてくれる。
　会話はすべて英語。みなは、もう一人で通えるけれど、こたには付き添いがいる。
　この日は保育園からいったん自宅に戻り、ちょっと休んでから教室に向かった。
　　　　　☆
　体験レッスンは、同い年くらいの女の子２人と一緒だった。
　ハウアーユー？
　ワッツヤネイム？
　塗り絵をしたり、歌ったり、踊ったり。たくさん遊んで、気がついたら４０分たっていた。
「こうたくん、楽しかった？」
　帰り際、先生に聞かれて、こたは「ちょっとだけ、たのしかった」と照れながら答えた。
　　　　　☆
　みなも楽しんでいるレッスン。こたも通わせてあげたい。
　でも、この幼児クラスに通うとなると、毎週木曜に保育園を早お迎えしないといけない。いつも午後２時から仕事を外しておくことが、できるだろうか―――
　考え続けて２週間、通わせてみることにした。仕事の手を、また少し緩めることになる。
「ぴあの、ぼくもひきたい」「さっかーせんしゅに、なりたい」
　やりたいことをたくさん見つけて、こたの習い事は、まだ増えるはずだ。でも、とにかく始めてみて、無理があれば修正すればいい。
　これまでの子育ても、その繰り返しだった。
　　　　　☆
「あと、なんかいねたら、おやすみ？」
　毎朝のように聞くこたにとって、週１回の早お迎えは、それだけでうれしいに違いない。
　レッスンで一緒だった女の子２人は、こたのことを思い出して「あのこ、こないの？」と先生に聞いているらしい。こたは、すぐに仲良くなるだろう。
　　　　　☆
　たくさんのものをもらってきた人生はいつかあげるもののほうが多くなるはずで今がそうなのかもしれない――
　パパは、あの静かな昼下がりの保育園で、みんなの寝顔を見られるのが、ちょっとだけ、楽しみでもある。





うみ組の入り口で。〈さたうこ＝こうたさく







2019/06/07
〈深夜のひとり言〉
大人になると誰も宿題出してくれないから毎日自分で出すの大変なんだぞと子どもに言っても全く分かってもらえない。




2019/06/08
〈深夜のひとり言〉
世のなか年とってる方が偉いと思ってる人が多すぎるのを何とかしたい。

2019/06/09
〈朝ごはんのテーブル〉
パパ「はい、ポテサラだよ」
こた「なんか、いつもと、いろがちがうよ」
パパ「きょうはメークインで作った」
こた「これ、まずいからやだ」
パパ「もう！　食べる前から、そんなこと言わないでよ。ところで、きょうお昼、久しぶりに外で食べよっか」
こた「らーめんやさんがいい！」
みな「えー？！　やだラーメン」
こた「もう！　たべるまえから、そんなこといわないで！」
―――口は達者だよ。




2019/06/15
〈みなピアノ待ちのスタバ〉
こた「ぱぱ、ぽてとちっぷすのふくろを、たかーいやまにもっていったら、ぱんぱんに、ふくらむんだよ」
パパ「お、よく知ってるね」
こた「くうきが、うすいからでしょ」
パパ「なんで薄いか知ってる？」
こた「わかんない」
パパ「宇宙に空気って、ある？」
こた「ないよ・・・わかった！　うえにいくと、うすくなるんだ。だから、ぼうちょうするんだ」
パパ「膨張って、よく知ってるね」
こた「じょじょも、しってるよ」
パパ「お、ジョジョの奇妙な冒険？　パパも好きだよ」
こた「ちがうよ！　じょじょに、ぼうちょうするんだよ」
―――パパが教えることは、もうないな。




宇宙語






2019/06/23
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、きょうの、よていだよ」
１日のよ3|1！
へ:|1こ+|1けつ
２Jwか\|よw二＋川けつ

（ほぼアスキーアートなので日本語訳）
１日のよてい！
べい（ベイブレード）たいけつ
２しんかりよん（シンカリオン）たいけつ
―――鏡文字ほんと不思議。





2019/06/25
〈朝ごはんのテーブル〉
こた「ぱぱ、しょくぱん、たべたい！」
パパ「しょうがないなあ。はい、どうぞ」
こた「ぱぱ、こーんすーぷも、つくって！」
パパ「しょうがないなあ。はい、どうぞ」
こた「ねえね、めだまやき、いいなあ・・・ぱぱ、ぼくも、ちっちゃい、めだまやき、つくって！」
―――目玉は大きさが決まっています。

2019/06/26
〈こた保育園お迎え〉
こた「ぱぱ、ぼく、なつまつりのおどり、おどれるよ」
パパ「お、なんて踊り？」
こた「みぎかたあがりおんどだよ」
パパ「右肩上がり？」
こた「うん、ほかに、たんさんじゅーすおんどもあるよ」
パパ「炭酸ジュース？」
こた「ぼくがすきなのはね、ぽんちゃらりんおんどだよ」
―――パパの頭がぽんちゃらりんだよ。

2019/06/26
〈保育園帰りのリビング〉
こた「ぱぱ、きょう、ほいくえんで、しーる、やったよ」
パパ「お、上手だね。ピザ作ったんだ。赤いの何？」
こた「とまとそーす」
パパ「緑は？」
こた「ばじるだよ」
パパ「パパの、いつものピザだね。白はモツァレラ？」
こた「ちがうよ！　ましゅまろだよ！」
―――載せたことないぞ。




こた手作りピザ










確かに女の人が少ない






2019/06/29
〈夕ごはんのテーブル〉
パパ「いろんな国のえらい人が、大阪に集まってるんだって」
こた「おんなのひと、３にんしか、いないね」
パパ「お、よく気づいたね。なんで、そう思ったの？」
こた「だって、ぼく、おんなのひと、だいすきだから」
―――いいこと言うけど動機が不純。






７月


2019/07/02
〈朝のリビング〉
こた「ぱぱ、かって、どうかくの」
パパ「か？　こうだよ」
こた「ぱぱ、みって、どうかくの」
パパ「みは、こうだよ」
こた「ぱぱ、おって、どうかくの」
パパ「おは『お』と『を』の二つあるよ」
こた「・・・むずかしいほう、やだから、『お』にするね」
（10分後）
こた「ぱぱ、おねがいごと、できたよ」
パパ「りしてください、もかみさまこの、まおおえい・・・何て書いたの？」
こた「かみさま、このいえを、おまもりしてください、だよ」
―――願い事は大人。





ねがいごと






2019/07/03
〈朝ごはんのテーブル〉
パパ「昨日プールあった？」
みな「あったよ。でも寒かったから途中で出た」
パパ「そっか。プールサイドで見てたの？」
みな「ううん、みんなでタオルにくるまって、セレブごっこしてた」
パパ「セレブごっこ？　何それ。お金持ち自慢？」
みな「そうだよ」
パパ「どんな自慢か気になる」
みな「え、ロケット買ったとか、家と別荘を滑り台でつないだとか、家にデパート作ったとか」
―――小４らしくて、ほっ。

2019/07/05
〈朝ごはんのテーブル〉
みな「パパ、お米って、何種類あるの？」
パパ「たくさんあるよ」
みな「たくさんって？」
パパ「例えば人間も、アジア人と、アフリカ人と、アメリカ人って違うでしょ。もっと細かく見ると、こたくんと、パパも違うでしょ。人間って何種類？って聞かれたら、どう答える？」
みな「人間は、１種類だよ！」
―――じゃ、お米も１種類。

2019/07/06
〈こた寝かしつけ〉
パパ「炒飯また作っちゃった。こた、いっぱい食べたねえ」
こた「うん。ぱぱしってる？　ほいくえんのおともだちはね、おりょうりって、みんな、ぱぱがつくってるんじゃ、ないんだよ」
―――知ってる。




2019/07/07
〈こた初めての宿題〉
こた「ぱぱ、しゅくだいやろ」
パパ「お、ＥＣＣの英語の宿題。やってみようか」
（課題１）
パパ「ＡからＦまで線でつなごう、だって」
こた「できた！」
パパ「何が出てきた？」
こた「かに！」
―――エビです。
（課題２）
パパ「好きな色に塗ってね、だって」
こた「わかった」
パパ「お名前が、英語で書いてあるね」
こた「えむ、えむ、えむ、えむ・・・いっぱい、えむがあるよ」
―――それ草。





草がＭに見えるよ








コミットするよ






2019/07/09
〈こた保育園へお着替え〉
―――ライザップと言っている。

2019/07/10
〈お風呂上がりお布団〉
こた「ぱぱ、きょうは、これよむよ」
パパ「はーい・・・でも眠い。読み聞かせロボットほしい」
こた「ろぼっと、やあだ！」
パパ「なんで？」
こた「だって、こえが、ぱぱじゃないもん」
パパ「そこ？　ロボット、おんなじ声にできると思うよ」
こた「じゃ、ろぼっとで、いいよ」
―――いいんかい。




2019/07/18
〈朝のリビング〉
パパ「こた、体温測るよ」
こた「はーい」
パパ「何度？」
こた「さん、ろく、ご！」
パパ「じゃ、シャワーOKサイン書いとくね」
こた「ぱぱ、ふしぎだよ」
パパ「何が？」
こた「ぼくのたいおんね、けっこう、さんと、ろくが、おおいんだよ」
―――みんなそうだよ。

2019/07/25
〈朝のリビング〉
パパ「きょう水泳の検定でしょ。がんばってね」
みな「うん、クロール200メートルの最後が苦しくて、どうしても足ついちゃうの」
パパ「えっとね、あんまり一生懸命かかない方がいいよ。おっきくかいて、すいーって進むイメージ」
みな「わかった」
（夕方）
パパ「黒１（クロール200メートル、平泳ぎ100メートル）合格したの？　よかったね。パパの言ったこと、役に立ったでしょ」
みな「ぜんぜん！」
―――いっしょに特訓した低学年ごろが懐かしい（最近プールに付き合ってくれない）。




合格おめでとう









８月


2019/08/07
〈こたとプール４日連続〉
こたに泳ぎ方を教えようとしても勝手に25メートル往復してるので結局４日間とも潜り方とかバタ足とかを知らない子どもたちにレッスンして終わった。





プール３時間で電池切れ






2019/08/09
〈朝ごはんのテーブル〉
みな「ねえパパ、わたし、ブロッコリーいらない」
パパ「えー食べて。野菜は大事」
みな「だって、ちょっと酸っぱいよ」
パパ「それドレッシング」
みな「ねえパパ、わたし、黄色いトマトいらない」
パパ「えー食べて。トマトは黄色も赤も緑もあるけど、みんなおんなじだよ」
みな「えー、おんなじじゃないよ」
パパ「なんで？」
みな「色、違うじゃん」
―――生意気。

こた「ぱぱー、うんちでた」
パパ「はーい、じゃ、おしり拭くよ」
こた「ぱぱ、きのうね、いーしーしーのせんせいのおうちでもね、うんちでたよ」
パパ「え、ＥＣＣの先生の家で？　おしり、どうしたの？」
こた「え、じぶんでふいたよ」
パパ「なんで家だと、パパを呼ぶんだよう」
こた「だって、いーしーしーのせんせいには、じぶんでふけるよって、ゆったもん」
―――かっこつけ。




2019/08/09
〈一風堂ランチからの本屋さん〉
（一風堂）
パパ「やったね。食べ終わったら、こんなアイスもらえるんだって」
こた「あいすの、からあげ？」
（本屋さん）
パパ「チコちゃんに叱られる　ごちそうさまって、なに？って本あるよ」
こた「よんでよんで！」
パパ「（略）ごちそうさまの意味、大人も考えたことないんだって。人生100年生きるとして、109500回も『ごちそうさま』って言わなきゃいけないのに、考えたことないの？ チコ、思わず叫んじゃったわ・・・なんて叫んだかな？」
こた「ごちそうさま！」
―――ぼーと生きてんじゃ、ねーよ！





アイスのからあげ？と、チコちゃん






2019/08/21
〈朝のリビング〉
こた「ねえぱぱ、どくのあるしょくぶつをたべるとね、ときどき、いのちふめいになるんだよ」
パパ「・・・意識不明のこと？」
こた「そう！　あと、まいばすって、しってる？　くるまが、はやくはしれるとこ」
パパ「バイパスのこと？」
こた「そう！　ぱぱ、しつもんどらえもん、よんで」
パパ「将棋の強ーいプロにも勝っちゃうコンピューターを、何ていう？」
こた「えーあい！　えーあいってね、あれくさ（アマゾンのデバイス）のことでしょ？　でも、あれくさって、あたまいいのか、わるいのか、わかんないよね」
―――それはあなた。

2019/08/22
〈大阪へ〉
みな「この水着、パパの荷物に入れて」
こた「ぐたちゃん（犬のぬいぐるみ）と、みによんく（ミニ四駆）も」
パパ「えー、ぐたちゃんは、入んないよ。だんだん荷物重くなってきた。どこでもドアで行きたい」
みな「いいね。荷物もポイッて持ってける」
こた「すぐ、くうこうまでいけて、ひこうきのって、ものれーるも、のれるね」
みな「・・・こうたくん、大阪まで、どこでもドアで行ったら？」
こた「あ、そうか！」
―――恒例の１週間父子帰省。





父子ぬいぐるみ帰省






2019/08/23
〈実家でファミコンクラシックミニ購入〉
初体験のこたは左右ボタン押すたびに自分も左へ右へ、ジャンプボタン押すとジャンプ。星のカービィでは吸い込むボタン押すたびに大きく息吸ってる。
―――パパは小さいとき買ってもらえなかったよ。





夢中






2019/08/24
〈実家のベランダ〉
こた「ねえぱぱ」
パパ「なあに？」
こた「か（蚊）ってさあ、なんで、にんげんに、ぱちんってされちゃうのに、まちにいるの？　いなかのが、くらしやすいのに」
―――なんでだろね。




2019/08/26
〈朝のトイレ〉
こた「ぱぱーうんちでたー」
パパ「あ、そ」
こた「ぱぱーふいてー」
パパ「自分で拭いてー」
こた「はやく、きて、ふいてー」
パパ「もう、自分で拭けるやろ。めんどくさいなあ」
こた「ちがうの。ものすごい、ふんばったらね、あせだくになったの。だから、おかお、ふいて！」
―――夏。

2019/08/31
〈こたお風呂〉
こた「ぱぱ、あのね、えいたくんのまま、あかちゃん、うまれたんだって」
パパ「そっか、おめでとうだね。ずっと、おなか大きかったもんね。男の子かなあ、女の子かなあ」
こた「えいたくんは、おにいちゃんになるみたいだよ」
パパ「そらそやろ。パパの言ってるのは、生まれたのは男の子かな、女の子かなってことだよ」
こた「えっとね、まだ、わかんないんだって」
―――んなわけないやろ。




海遊館。アザラシだ！









９月


2019/09/08
〈涙の夕食〉
　豚フィレ肉のステーキを作った。群馬産のブロック肉が、スーパーで安かったからだ。
　低温調理で１時間。１人50グラムくらいの厚切りにして、高温のフライパンで表面を焼く。バターとバルサミコ酢、はちみつのソース。アボカドと、子どもたちが大好きなフライドポテトを添えた。
　　　　　☆
「パパ、これ何？　下に敷いてあるの」
　テーブルにつくなり、みなが言った。
「アボカド。栄養あるんだよ」
「・・・全部食べなきゃ、ダメ？」
「ちょっとは食べて。嫌いだったら、半分だけでいいから」
「うん・・・」
　　　　　☆
　パパは、冷蔵庫に眠っていた白ワインをグラスに注ぐ。
　まずは、塩漬けサーモンと、実家から届いたばかりの大きなぶどう。アボカドもステーキも、ワインによく合う。そして、鯖のフライを取ろうと思った瞬間、異変に気付いた。
　みなが、アボカドをフォークに刺したまま、くちびるをかんで、泣いている。
　　　　　☆
「どうしたの？　アボカド、そんなに嫌いだった？」
「・・・」
「どうしても食べれなかったら、残していいよ」
「うん・・・」
　大好きなはずのステーキに、全く手をつけていない。トマトのバゲットも、ピザも残っている。
　初めて見る光景に、思った。この料理は、本当に子どもたちのために作ったと言えるだろうか。
　　　　　☆
「わたし、嫌いなものから食べるんだ」
　みなの口ぐせを思い出す。
　いつもは「じゃ、半分だけでいいから」と言うと、きのこでもブロッコリーでもさっさと食べて、ほかの食べ物に移ってくれる。アボカドも、半分くらいは食べるだろうと思っていた。
　ピアノとバレエのレッスンの後で、疲れていたこともあるのだろう。でも、ほんの３切れのアボカドで泣くとは、想像しなかった。
　　　　　☆
　子どもたちが嫌いなものを、どう食べてもらうか。毎日の料理で、そこだけは気を使っている、つもりだった。
　ピーマンやニンジンは、できるだけ細かく刻んで炒飯やカレーに。トマトは皮をむいて、種を除いてーー
　そのかいあってか、だんだん、苦いものや辛いものが、食べられるようになってきた。でも、まだ、あまり見かけない食材は、見ただけで「嫌い」に映るらしい。野菜は特に、生に近いほどハードルが高い。
　　　　　☆
「ぼくも、たべなきゃだめ？」
　こたが、パパに尋ねる。
「ちょっと食べてみて。嫌いだったら、パパが食べるから」
「うん・・・」
　アボカドのかけらをフォークで口に運ぶ。そして５秒後、こたも泣き出した。みなの涙が、うつったらしい。
「そんなに、おいしくないかな」
「うん。あと、このそーすが、まずい」
　こたの泣き顔を見て、みなが笑った。
　　　　　☆
　パパのプレートは、子どもたちからもらったアボカドで、いっぱいになった。口に入れると、確かに少し苦い。でも、やっぱり、普通のアボカドだ。
「フライドポテト、もっとあるよ。２人にあげるから、仲良く食べて」
　じゃがいも３個分、揚げておいてよかった。キッチンに残っているポテトを全部、プレートに分けた。２人は、アボカドがあった跡を慎重に避けながら、１分もせずに平らげた。





アボカド、嫌いすぎて






2019/09/10
〈こた言えないシリーズ〉
・けいる＝消える（用例：これ、すぐ、けいるんだよ）
・からおけ＝空手（用例：あ、からおけ、たたかってる）
・ぷろむらりんぐ＝プログラミング（用例：ねえね、ぷろむらりんぐしてるの？）

2019/09/12
〈朝の保育園〉
こた「ねえぱぱ、これ、ぼくがかいたんだよ」
パパ「うわあ、上手だねえ。なに描いたの？」
こた「おっきいほうのひとが、ぱぱでね、ちいさいのが、ぼくだよ。びにーるはうすで、いっしょに、ぶどうをみてるんだよ」
パパ「なんで、ねえねとママいないの？」
こた「えっとね、ぱぱしか、おもいだせなかったの」
―――大丈夫か。





パパとぼくで、ビニールハウスの中でぶどうをみているところ






2019/09/13
〈こた習い事お迎え〉
ＥＣＣに送ったあと夕ごはんの買い物を終えて教室の前に戻ったら同じクラスのお友だちママ２人がいて買い物もう終えたのすごいとか料理全部パパがやってるのすごいとか平日の習い事送り迎えするのすごいとか言われたけど全くすごいことやってると思わずいつも仕事でつらい思いしてますと笑って言ったら２人とも考え込んでしまった。

2019/09/17
〈こた素朴な疑問シリーズ〉
（バンドエイド貼ってて）
パパ「あー、うまく貼れない」
こた「なんで？　くっつかないほうが、くっつくほうに、くっついちゃったの？」
（アレクサの調子が悪くて）
パパ「ちょっとアマゾンに電話してみるね」
こた「そしたら、あまぞんのひとが、おうちにきて、なおしてくれるの？」
（保育園の準備中）
パパ「体温、測るよ」
こた「このきかい、なんで、ここ（脇の下）のおんどだけで、ぜんしんのおんどが、わかるの？」
（同）
パパ「靴下はくよ」
こた「くつしたって、なんで、はくの？」
パパ「・・・わかんない」
こた「もしかして、においが、しないように？」
パパ「お、いいこと言うね」
こた「でも、そしたら、くつしたが、くさくなっちゃうよ」
―――今朝だけでこれだけ。

2019/09/19
〈朝の家事〉
洗濯物の90％がこたの着替え。
―――なんか増えてきてる気が。





洗っても洗っても






2019/09/22
〈昼ごはんのリビング〉
みな「ねえパパ、運動会のお弁当、カツサンドにして」
パパ「え、また？　いいけど、トンカツじゃなくてチキンカツにする？　みな最近チキンカツ好きだから」
みな「いいよ。で、おにぎりも作って」
パパ「おにぎりも？」
みな「だって、チキンカツサンド、おいしいか分かんないでしょ」
パパ「・・・運動会の前に、練習でチキンカツサンド作る？」
みな「うん、練習する！」
―――食べる練習？

2019/09/23
〈みなこたマインクラフト中〉
みな「この（ゲームの中の）お花、抜かなきゃ」
こた「おはなって、ざっそう？」
みな「うん、雑草」
こた「なんで、おはななのに、ざっそう？」
みな「えーと、例えばトマト育ててる時に、じゃがいも出てきたら、雑草でしょ？」
こた「じゃがいもって、ざっそう？」
みな「ちがうけど・・・いらない草は、全部雑草なの！」
こた「ぜんぶざっそう？　いちょうとか、さくらとか、ぜんぶざっそう？　だったら、うえないほうが、いいじゃん！」
みな「もう！　パパ、説明して！」
パパ「トマトとじゃがいも植えたら、こた、どっちに育ってほしい？」
こた「じゃがいも」
パパ「トマト嫌いだもんね。だから、どっち抜こうか」
こた「じゃがいも」
パパ「・・・そしたら、トマト育っちゃうよ」
こた「はなしが、ながすぎて、おぼえられない！」
パパ「じゃ、これだけ覚えて。雑草は、じゃまな草っていう意味だよ」
こた「わかんない！　みじかすぎて」
―――結局わからずじまい。





休日の二度寝










みな用こた用作り分け






2019/09/28
〈みな運動会〉
深夜２時まで仕事して帰って仮眠してお弁当と朝ごはん作って今から運動会でカメラ係して昼すぎに途中抜けしてこたをピアノ送迎した後また深夜までの仕事が待っている。
―――カツサンド（みな用）、焼きそば（こた用）弁当。






10月


2019/10/02
〈今月から保育料０円〉
保育無償化で年間20万円以上の負担が消えることがわかったけどそれでも保育士さんの待遇良くするとか待機児童もっと減らすとか他にやることあるんじゃねと思わざるを得ない。





ゼロ円でいいの？






2019/10/02
〈朝ごはん後のリビング〉
こた「ぱぱ、これ、いっしょにつくろ」
パパ「紙ひこうきのハンググライダー？　じゃ、本の通りに作るから、手伝って。まず半分に折って、真ん中をまっすぐにして・・・」
こた「うわあ、せすじがのびたね！」
パパ「片側に折り目をつけて・・・」
こた「うわあ、さゆう、ひたいしょうだね！」
パパ「いちいちコメントありか。で、先をとがらせて・・・」
こた「うわあ、くうきていこうが、すくないね！」
パパ「はい、これで完成」
こた「うわあ、はんぐるぐらいだーだね！」
―――韓国製。





よく飛ぶよ






2019/10/04
〈朝のリビング〉
パパ「なんか、遠くでゴロゴロ鳴ってない？」
こた「ほんとだ、かみなりだ」
パパ「パパ、ちっちゃいとき『雷が落ちる』って聞いて、大っきい石みたいのが、ドスンて落ちてくると思ってたよ」
こた「ちがうよ！　かみなりはね、くものなかに、でんきがたまって、ぎゅうぎゅうぱんぱんになって、もういられない?ってなって、それで、そとにでてくるんだよ。それでね、なんで、かみなりが、ぎざぎざか、しってる？」
パパ「だいたい分かるけど、なんで？」
こた「えっとね、かみなりさんは、くうきとみずが、じゃまだからね、そこを、とおるのやだから、あんまりないとこ、とおるんだよ」
パパ「そうだね」
こた「ぱぱ、そうだは、しゅわしゅわの、のみものだよ」
―――それはソーダ。

2019/10/04
〈こたお迎え〉
こた「ぱぱ、ぼく、おおきくなったら、あそこのおうち（新築タワマン）かう！」
パパ「えー？！　高いと思うよ。そんなお金ある？」
こた「えーとね、おっきなかいものしたら、おつり、いっぱいもらえるでしょ。だから、そのおかねで、かう！」
―――そっか、その手があったか！

〈晩ごはん前のリビング〉
こた「ぱぱ、ぷられーるの、きょうきゃく（橋脚）、あとさんこ（３個）かって！」
パパ「えー、やだ。もうたくさん持ってるでしょ。それに、お金かかるし」
こた「じゃ、たっきゅうびんで、かったら？」
パパ「・・・宅急便で届けてもらっても、お金かかるよ」
こた「なんで？！　たっきゅうびんのひとに、おかねはらってるとこ、みたことないよ！」
―――そっか、ちゃんと払わなきゃ！

2019/10/09
〈夕ごはんの仮想リビング〉
●なぜ勉強
みな「ねえパパ、なんで、勉強って、しなくちゃダメなの？」
パパ「生きる力を身につけるためだよ。例えば、これまでに、ひらがなとか、漢字とかを習ってきたでしょ。読み書きできないと、生きていくのに困るよね。だから、小学校の６年間と中学校の３年間は、ちゃんと学校に行って勉強しようねっていう決まりがあるんだ」
みな「ふうん。中学校の後は？」
パパ「高校、大学と続くけど、行くかどうかは自由だよ」
みな「えっ！　行かなくていいんだ」
こた「えっ！　だいがっこうじゃ、なくて、だいがくなんだ！」
パパ「高校とか大学は、別に行かなくてもいいよ。でも、中学校を出た後も、勉強は続けた方がいいんじゃないかな」
みな「なんで？」
パパ「例えば、お医者さんになろうと思ったら、普通は大学の医学部っていうコースに進まないといけないよ。学校の先生になりたかったら、教育学部かな」
みな「そっか。でも、私がなりたいの、デザイナーだよ」
パパ「デザインを教えてくれる高校とか、大学もあるよ」
●なぜ受験
みな「じゃ、中学校に行ってから考える」
パパ「そうだね。でも中学校も、どこに行くか選べるんだよ」
みな「そうなの？」
パパ「大きく分けると、高校とつながってる中学校と、つながってない中学校があるよ」
みな「どういうこと？」
パパ「まず、高校や大学に入るのは、けっこう大変なんだ」
みな「どう大変？」
パパ「えっとね、入試があるよ」
こた「それ、しってる！　ぼくの、おくちのなかに、あるよ！」
パパ「それ乳歯。パパが言ってる入試は、入学試験っていうテストだよ。そこで、いい点を取らないと、高校も大学も、入れないんだ」
みな「えーっ？！　めんどくさい」
パパ「面倒でしょ。でも、高校につながった中学校に入ると、テスト受けないで、高校とか大学に入れるよ」
みな「ふうん、それ、いいね」
パパ「でも、中学校に入るときにテストがあるけどね」
みな「なんだ、意味ないじゃん！」
こた「いみないじゃん！」
●なぜ塾に
パパ「そうかもね。ごはんで言えば、嫌いなものからさっさと食べるみたいな感じ？ ちょっと違うか」
こた「ぼく、おやさい、きらいだからね、さきにたべちゃうよ。そしたら、おいしいもの、ゆっくりたべれるから」
パパ「そうだね。だから、みんな中学校から入ろうと、塾とかに行って、難しい問題が解けるように、がんばっているんじゃない？」
みな「別に、塾なんて行かなくてよくない？　学校で勉強してるよ」
パパ「パパも、塾に行ったことないから分かんないけど、学校の勉強だけじゃ、入試に受かるのは難しいんだって。それに、たくさんの人の中で、自分の順番がどのへんか、知ることは大事みたいだよ」
こた「うんどうかいの、かけっこと、おなじだ！」
パパ「そうだね。みんなと走ってみて、自分よりも速い人がいたら、もっとがんばろって、思うでしょ」
●受験勉強って役立つ？
パパ「いまの小中学校は、みんな走れるようになろうねって言ってくれるけど、どうやって速く走るかは、あんまり教えてくれないんだ。速く走れると楽しいでしょ？　同じように、難しい問題が解けるようになると、楽しんじゃないかな」
みな「別に、解けなくてよくない？」
パパ「まだ分かんないかもしれないけど、大人になってみると、世の中、難しい問題ばっかりだよ。しかも、やっかいなことに、答えがないことの方が多いんだ」
みな「答えがない？」
パパ「デザイナーだとわかりやすいよ。かわいいと思う服を作ったとして・・・」
みな「わかった！ かわいいって、みんな違うから、答えがない」
パパ「そうだね。答えのない問題は難しいから、まずは、答えのある問題を解けるようになろうねってことだよ」
こた「ぼく、むずかしい、くいずも、とけるよ！」
パパ「こたくん、毎日いっぱい色んなことして遊んでいるからね。そういうのが積み重なって、解けるようになるんだよ」
―――想定問答でした（つづく）。

2019/10/11
〈トイ・ストーリー・マニア！@ディズニーシー〉
こた「ねえね、ぼく、いっぱい、てんすう、とったよ」
みな「何点？」
こた「えっと・・・ぱぱ、ぼく、なんてんだっけ？」
パパ「６万１２００点だよ」
こた「そう！　ねえねは、なんてんだった？」
みな「わたしは、11万３４００点だよ」
こた「ほら！　ぼくのほうが、ぜんぜん、いっぱいとったでしょ！」
みな「そうだね、こたくん、すごいね」
パパ「（目があって）・・・みな、大人になったね」
―――来年は５年生だね。





おねえさん、おにいさんになったね






2019/10/12
〈夕ごはんの仮想リビングーその２〉
●扉を広げる
こた「ぼく、おおきくなったら、さっかーせんしゅに、なる！」
みな「わたし、将来のことなんて、わかんない」
パパ「パパも、わかんなかったよ。なりたい職業も、やってみたいことも、どんどん変わっていくからね。大人になっても、まだ、本当は何をしたいんだろうって、悩んでいる人も多いよ」
みな「そっか、大人でも、そうなんだ」
パパ「ひとつ言えることは、子どものころって、なろうと思えば何にでもなれるけど、年をとるごとに、その可能性はどんどん狭まっていくんだよ」
みな「なろうと思っても、なれないってこと？」
パパ「そう。パパ、今からサッカー選手になろうと思っても、なれないでしょ？」
こた「ぱぱ、おっさんだからね。しらが、ばっかりの」
パパ「白髪って、いつのまにか増えちゃうんだよ。だから、小さいころから色んなことにチャレンジして、わたしは、ぼくは、何にでもなれるんだって、可能性の扉を、大きく広げておくことが大事なんだよ」
●10対１の法則
みな「でも、子どもは遊ぶのが仕事って、パパ、言ってたよ」
こた「だから、ぼく、いっぱいあそんでるよ！」
パパ「そうだね。赤ちゃんは泣くのが仕事、子どもは遊ぶのが仕事、大人は・・・」
みな「大人は、働くのが仕事！」
パパ「遊ぶのも大事だけど、みなくらいになると『10対１の法則』を覚えておくといいかもしれないよ」
みな「なにそれ」
パパ「何かを作ろうとか、話そうとか、書こうとか思ったとするよ。『１』を生み出そうとすると、その前に『10』を自分のなかに取り入れておかないといけないんだ」
みな「10倍ってこと？」
パパ「そう。誰かのマネは簡単にできる。でも、自分だけの、自分にしかできないことをしようと思うと、たくさん学んでおかないといけないんだ。大きくなると、学ぶ力も衰えていくから、いまのうちに、いっぱい本を読んだり、新しいことに挑んだりするといいかもよ」
こた「ぼく、ぴあので、おとあての、くいず、はじめたよ！」
パパ「音当ては、絶対音感って言うんだけど、あれも、ちっちゃいときしか、身につかないんだって。ピアノの先生に『パパも、できるようになりますか』って聞いたら、『ムリです』って笑われちゃった」
●コツコツ効果
パパ「何かを軽々とやっているように見える人も、そのために、たくさん努力をしているんだ。みんな、だいたいカッコつけたがりやさんだから、その努力は人には見せないけどね」
みな「たくさん努力なんて、わたしムリそう」
パパ「たくさん努力って言ったけど、ほんとは、コツコツが一番強いよ」
こた「みんなを、たたいて、やっつけるってこと？」
パパ「それ反則。コツコツっていうのは、小さな努力を続けるってことだよ」
みな「わたし、毎日、宿題してるよ」
パパ「音読も漢字も、がんばってるね。でも、宿題のほかにも、何か自分で決めたことを続けられるといいね」
みな「みんなよりも、多くってこと？」
パパ「そう。例えば、毎日、みんなより１階分だけ階段を多く登る。それなら、できそうでしょ？」
みな「うん、できそう」
パパ「１階は４メートル、富士山の高さは３７７６メートルだから、２年ちょっとたてば、みなは富士山のてっぺん。ほかのみんなが、ふもとに小さく見えるくらい差がつくよ」
こた「いいなあ、ねえねだけ、ふじさんの、てっぺんいけて」
―――想定問答その２でした。





ディズニー帰り、仲良くねんね






2019/10/13
〈朝ごはんのリビング〉
こた「ぱぱ、あのね、なおくん（保育園のお友だち）にね、べっどが、よっつあって、てれびが、みっつあるへやに、とまったよっていったら『えー、すげえ』って、ずっと、いってたよ」
パパ「へぇ、そうなんだ。ディズニーランド、楽しかったもんね・・・ん？　こたくん、木曜日にディズニーランド泊まってから、保育園、行ってなくない？」
みな「もしかして、夢？」
こた「・・・」
―――すごいリアルな夢だったね。

2019/10/13
〈みな小学校キャンプの練習〉
みんなでカレー作るらしく先生から家で練習してきてと言われ包丁の使い方とカレーの簡単レシピと白米を鍋で炊く方法を教えてたらこたが加わってチキンカツを手伝ってもらったら結構おいしいカツカレーができて野菜が多かったのに一瞬でなくなった。
―――パパが作るのよりおいしいんだって。






こどもの、こどもによる、こどものためのカレー










寝相、悪すぎ






2019/10/17
〈深夜の寝室〉
寝相悪く自由に寝てる二人に毛布かけてあげる秋。
―――なんか幸せ。

2019/10/20
〈昼下がりの寝室〉
みな「パパ、マインクラフト（ゲーム）やっていい？」
パパ「時間決めたらいいよ」
（だいぶたって）
パパ「サイバーパトロール星から来たサイバーパトロール星人だよ。みな、時間決めてる？」
みな「うん、決めてるよ」
パパ「なんか、ずっとやってない？」
みな「パパ見て！　この（ゲームの中の）木、こんなに成長したよ」
パパ「あ、ほんとだね、大っきい・・・みな、話そらしてない？　時間決めて」
みな「ほら見て！　このネコかわいいでしょ」
パパ「ほんとだ、かわいい・・・って、時間決めて！　パパ、時間決めてってしか言わないよ」
こた「じかんきめてせいじんだ！」
―――時間決めて成人。





タブレットに夢中だよ






2019/10/23
〈深夜のひとりごと〉
職場＝仕事のこと考える場所
自宅＝子どものこと考える場所
飲み屋＝人生のこと考える場所（いまここ）




いざハロウィン










11月


2019/11/01
〈みな１泊の移動教室から帰宅〉
―――初日の振り返りがカツサンド焼き芋弁当。





「おべんとうがおいしかったです」






2019/11/01
〈こた保育園へ〉
近所のおばあちゃん「おはよう。きょうも僕、がんばってね」
こた「うん」
おばあちゃん「僕、きょうもかわいいね。男の子って、かわいいですよね。私、男の子３人育てたんですよ」
パパ「３人も。そうなんですか」
こた「おばあちゃんで、さんにんそだてるの、たいへんだね」
―――もう大人になってると思う。

2019/11/03
〈深夜のひとりごと〉
小さいころから言われた親の格言集（のうち、しつこく言われたもの）
・玉（たま）磨かざれば光なし（才能があっても努力しなければ大成しない）
・能ある鷹（たか）は爪を隠す（真に才能のあるものはそれを表に出さない）
・First　come,　first　served（なんでも早いもの勝ち）
―――最後のが一番大事だな。

2019/11/04
〈子どもたちより遅く起きたリビング〉
パパ「おはよ」
こた「ぱぱ、もっと、ねといて！」
パパ「え、なんで、ぎゅうぎゅう押し戻すんだよう」
こた「おふとんのへや、いっといて！」
パパ「さては、いままでタブレットで遊んでて、もっと遊びたいからでしょ」
こた「（さらにぎゅうぎゅう押して）ぱぱ、きょうはおやすみだから、ゆっくりしといていいよ！」
パパ「なに、言い換えてるんだよう」
―――図星だな。

2019/11/05
〈こた散髪〉
パパ「こた、今日こそ髪の毛、切るよ」
こた「やあだ！」
パパ「だって、もう３ヶ月くらい切ってないよ」
こた「ちくちくするから、やあだ！」
パパ「って前、言ってたから、首から覆うケープ買ってきた」
こた「やあだ！」
パパ「じゃ、髪の毛切ったら、きょう買った雑誌の付録、一緒に作ってあげる」
こた「・・・うしろだけなら、いいよ」
パパ「なんで後ろだけ」
みな「じゃ、こたくん、次は絶対、前髪も切るよ。ねえねが契約書、作ったげる。ここにKOTAって書いて」
（次、きる時は、前がみをきります　OATO）
―――サイン違うし。





OATOって何？






2019/11/11
〈朝のリビング〉
どうやったら野菜を食べてもらえるか試行錯誤の結果が毎朝フライドポテト。
―――ほんとにいいのか謎。





朝から揚げ物






2019/11/14
〈朝の通勤路〉
駅に向かう大通りのバス停にプラネタリウム見学へ出かける青い帽子の４年生一行がいたので大きく手を振ると同級生みんな「みなちゃんのパパだ」と笑顔で手を振り返してくれたのにみなだけは黙ってすました顔だった。

2019/11/17
〈昼下がりの公園〉
こた「ぼく、うみぐみ（４歳児クラス）でね、ときどき、いちばん、てんさいって、いわれるんだよ」
小学生の男の子「じゃ、９たす３って、わかる？」
こた「えーと・・・（指折り数えて）じゅうに！」
男子「せいかいは、12！」
こた「じゃ、さんじゅうにたす、さんじゅうには？」
男子「わかんない・・・せいかいは？」
こた「ろくじゅうよん！」
―――そう言えば前日に「いちたす、いちは？」から順に聞かれた。

〈おふろ前のリビング〉
こた「ぼく、うみぐみでね、ときどき、いちばん、てんさいって、いわれるんだよ」
パパ「じゃ、この漢字（月）分かる？」
こた「つき！」
パパ「これ（男）は？」
こた「おとこ！」
パパ「女は？」
こた「じょせい！」
パパ「おんなだけど・・・まあ、正解。天は？」
こた「てんのうの、てん！」
パパ「天皇のって・・・正解。こた、小学１年生の漢字、ほとんど読めるね」
こた「これって、てれびの、てんでしょ？」
―――天才てれびくんの天だな。




かんじ、よめるもん！








2019/11/18
〈夕ごはんのテーブル〉
みな「パパ、きょうのおみそ汁、チョコレートの味がするよ」
パパ「え、うそ。チョコなんて入れてないよ」
こた「ぼくも、ちょこれーとのあじがした。おさけの、はいったやつ」
パパ「え、こたくんも？　どれどれ・・・くんくん・・・ほんとだ！　ビターチョコの香りがする」
―――ググっても分からない何でだろ。
（煮干だし＋かつお節＋田舎みそ）

2019/11/20
〈焼きもち鍋〉
こた「ねえぱぱ、このおなべって、ふるい？」
パパ「うーん、10年前くらいに買ったかな」
こた「そうじゃなくて、おなべって、たべもののこと！」
パパ「日本人は、昔から食べてるよ。寒くなると、おいしいんだよ」
こた「おなべは、にほんでいま、おおはやりってこと？」
―――そんな流行ってないと思う。

2019/11/21
〈夕ごはんのテーブル〉
みな「パパ、みかんのコンポート、また作って」
パパ「お、いいよ。おいしかった？」
みな「別に」
パパ（内心ツッコミ「エリカ様かよ」）「でも、ふつうのみかんと比べたら、おいしいでしょ」
みな「うーん、どっちも、おんなじ。コンポートは、皮むかなくていいから楽」
―――泣。

2019/11/22
〈大阪の実家とやりとり〉
おばあちゃん（母）に年末大阪に帰りますとメールしたらパパ妹の出産お手伝いのため不在かもと言われた結果そうすると大阪におじいちゃんしかいないことになり料理洗濯掃除など全部パパがすることになって東京にいるのと変わらないというか余計疲れるので帰省どうするか検討中。
―――おじいちゃんは来てほしいだろうな。

2019/11/23
〈午後のリビング〉
おしりたんてい読みすぎて彼の好物スイートポテトをみなこたと一緒に作る。
―――必殺技のおならの元なことに今さら気づいた。





「おしりたんてい」読み過ぎて






2019/11/24
〈朝ごはんのテーブル〉
こた「ねえぱぱ、これ（みなに借りてる、たまごっち）、かわいいでしょ。ぼうし、かぶったんだ」
パパ「ほんとだ、かわいい」
みな「こうた、こっちのが、かわいくない？」
こた「ほんとだ、かわいい。ぼく、おでかけでも、しよっかな。みて、かわいい、おはな、つけたよ」
みな「ほんとだ、かわいい」
こた「ぼくね、にじふわっちと、けっこんしたから、まちが、にじたいぷ（虹タイプ）に、なったんだ。ほら、かわいいでしょ」
―――かわいい好きも、いつまでだろう。





かわいい！・・・けど






2019/11/27
〈朝のリビング〉
パパ「こた、おたのしみかい、楽しみだねえ。11匹のねこの劇、やるんでしょ」
こた「そうだよ」
パパ「こたは、何すんだっけ？」
こた「ねこだよ」
パパ「ねこ、ほかに誰だっけ」
こた「さりちゃんとね、えーたくんとね、おーちゃんとね、たいせいくんとね・・・おおすぎて、わすれちゃった」
パパ「ねこ多いもんね」
こた「いま、ねこがおおすぎて、12ひきのねこに、なってるんだよ」
パパ「『11匹のねこ』なのに？」
こた「そう。でも、せんせいは、そんなこと、きにしないで、だって」
―――気になる。

2019/11/28
〈深夜のひとりごと〉
仕事のあと飲んでたら隣の女性グループの酔っ払い気味の一人が「日本が成長するかどうかは女が男を転がせるかどうかだよ絶対」と言っていた。
―――かもね。

2019/11/29
〈夕ごはん後のリビング〉
パパ「こた、おふろ入るよ」
こた「ちょっとまって！　かんじのれんしゅう、してから！」
パパ「漢字？　それで自由画帳どこって、パパに聞いたの？」
こた「そうだよ。みて、じょうずでしょ」
みな「すごい！　こうたくん、瞬間すっきりフレッシュパワーだ」
―――なぜこれ選んだ。





漢字練習中








2019/11/30
〈お昼前の本屋さん〉
こた「ぱぱ、ぼくの、かんじどりる、どれがいいかなあ」
パパ「色んなのあるけど、これ、いいんじゃない？　うんこドリル。子どもに大人気らしいよ」
こた「いいよ」
パパ「じゃ、レジに持っていこっか」
こた「うん、やったあ、うんこどりるだ」

〈お昼のラーメン屋さん〉
こた「ぱぱ、おといれ、いってくる」
パパ「おしっこ？」
こた「うん。でも、やっぱり、うんちも、でる」
（戻ってきて）
ママ「こうたくん、本屋さんで、漢字ドリル、いいのあった？」
こた「うん」
パパ「どんなのだった？」
こた「ん？　えっと・・・やわらかかったよ」
―――ドリルの話だよ。





うんこドリル。例文がすべて、うんこ









12月


2019/12/02
〈仕事上がりのリビング〉
みな（10歳）
サンタさんへ
「都会（まち）のトム＆ソーヤ」の３〜16（上・下も）をください。できれば「都会のトム＆ソーヤ」完全ガイド、ゲームブックもください。
こた（５歳）
さんたさんへ
ぼくは今村　ぼくがほしいのはプラモデルです。ぼくのいえ１０１１
―――胸キュンが止まらない。





サンタさんへ






2019/12/14
〈朝のリビング〉
こた「ねえぱぱ、いぎりす、をはんたいから、よんだら？」
パパ「えーと・・・すりぎい。こたくんも、やる？　ドイツを反対から読んだら？」
こた「つ、ど、い」
パパ「んー、ちょっと違う」
こた「わかった！　つどいつ！」
パパ「一文字増えた。答えはツイドだよ。じゃ、ロシアは？」
こた「あ、ろ、し？」
パパ「惜しい！　ロ、シだから・・・」
こた「あろしあ！」
パパ「また増えた。アシロだよ。じゃ、カナダは？」
こた「だ・・・かな？」
パパ「また惜しい！」
こた「わかった！　だかなか！」
―――こっちが混乱してきた。

2019/12/19
〈こた保育園へ〉
パパ「こた、もこもこちゃん（ダウンジャケット）着よっか」
こた「んーん、きなくて、いい！」
パパ「Ｔシャツで、寒くないの？」
こた「ぜんぜん！」
―――パパもまだ半袖。これ遺伝？




父子そろって半袖






2019/12/21
〈５歳男の子かわいいポイント〉
・「ねえぱぱ、きのうね、ちゅうちゅうねずみが、ちゅうがえりって、おうた、うたったんだよ」とか保育園での歌を毎回教えてくれる。
・朝、目が覚めるとゴロゴロ転がっていた先からパパの布団にもぞもぞ入ってくる。
・一緒に外を歩いてると意味なくぴょんぴょんジャンプする。
・リビングで横になってるパパの上に乗っかってくる。
―――他にもありそう。

2019/12/21
〈昼下がりのリビング〉
こた「ねえぱぱ、みて、ぼく、おうち、つくったよ」
パパ「どれどれ・・・すごい上手に作ったね。その黄色い台、なに？」
こた「これね、このこ（白色のぬいぐるみ）が、おりれるようにだよ。それでね、こっちから、ぼくが、このこを、みれるんだよ」
パパ「その子、しろちゃんだっけ？」
こた「ちがうよ！　ゆきなちゃんだよ！」
―――ぬいぐるみ30匹くらい全員覚えてるよ。





おうち、つくった






2019/12/24
〈こた保育園へ〉
こた「ぱぱ、さんたさんて、きょう、くるんでしょ？」
パパ「そだよ。いい子にしてたから、来てくれるかなあ」
こた「さんたさんて、いるかいないか、わかんないんでしょ」
パパ「え、でも、いると思うよ」
こた「ぼく、ぜったい、さんたさんて、たっきゅうびんやさんだと、おもうなあ」
―――クリスマス会で、みなの同級生（小４）が「うち、プレゼントがアマゾンの箱で届いたよ」と言ってたっけ。

2019/12/25
〈クリスマス小景〉
　サンタは来てくれた。でも、期待外れのプレゼントを持って。
　　　　　☆
　こたに買っておいたのは、大きな、ふわふわのぬいぐるみと、小さなボールを迷路に転がすパズル。どちらも、一緒にお出かけしたとき、お店で見つけた。
　こたが「ほしい」とだだをこね、「今度、買ってあげるよ」と、とりなしたものだ。だから、きっと、喜んでくれると思っていた。
　　　　　☆
　実は、サンタさんへの手紙には「ぼくがほしいのはプラもデルです」と、覚えたての文字で書いてあった。
　プラモデル―――あれは確か、一緒にラジコンを買いに行った、新宿のおもちゃ屋さんだった。
　ラジコンコーナーで子ども用を探していると、いつの間にか、こたが見当たらない。
「こたー」と呼びながらフロアを捜すと、飛行機や車、戦車がたくさん並んでいるプラモデルのコーナーにいた。
「こたくんでも遊べるラジコン、あったよ」
　そう声をかけると、一目散に駆けてきた。だから、何のプラモデルを見ていたのか、よく分からなかった。
　　　　　☆
　保育園の行き帰り、どんなプラモデルがほしいのか、何度か聞いてみた。でも、「くるまの、やつだよ」とだけ言って、詳しく分からない。
　自分が小さかったころを思い返す。プラモデルは小学生になってから、よく作った記憶がある。接着剤を使ったり、破れやすいシールを貼ったり、なかなか上手にできなかった。まだ、５歳児には早いかもしれない。そう思って、プラモデルは避けることにした。
　作るのを手伝わされるのが面倒だ、という思いも、なかったわけではない。
　　　　　☆
　クリスマスの朝、いつものようにキッチンで朝ごはんを作っていると、こたが真っ先に起きてきた。
「ぼくのぷれぜんと、ある？」
「こたくん、おはよ。いつもより、だいぶ早いね。ねえねは、まだ、起きてないの？」
「まだ、みんな、ねてるよ。ぱぱ、ぼくのぷれぜんと、これかなあ」
「えーとね、これとこれは、おばあちゃんと、おじいちゃんからだよ。だから、この大きいのが、サンタさんから、こたくんのかな」
「え、ちがうよ。だって、これ、ふわふわで、ぷらもでるじゃないもん」
　　　　　☆
　はっとした。
　ぬいぐるみと、ボールのパズル。どちらも見た瞬間に、わあ、うれしい、と声を上げる姿を想像していた。少なくとも去年のクリスマスまでは、何をもらっても喜んでいたはずだ。
　このときに気づいた。ぼくのほしかったプラモデルが、きっと届いている―――どんなに胸を膨らませていたことだろう。
　自分の想像力のなさに、時間を巻き戻したい、と強く思った。
　　　　　☆
　おもちゃ屋さんの光景と、サンタさんへの手紙、そして、保育園の行き帰りのやりとり。数々の風景がめまぐるしく浮かんでは消え、気づくと、目にいっぱい涙を浮かべた、こたがいた。
「サンタさん、きっと、どんなプラモデルがいいか、わかんなかったんだよ」
「・・・」
「明日からパパお休みだから、プラモデル、一緒に買いに行こ」
「・・・」
「サンタさんからが、よかった？」
「うん・・・」
　大泣きする気配を感じ、両脇を持ち上げて抱っこした。表情は見えないけれど、すんすん、とすすり泣く声を右耳に感じる。
　　　　　☆
　５分ほど抱っこして降ろすと、ひとりで寝室に駆けていった。
　入れ替わりで、みなが起きてきた。
「みな、おはよ。こたくん、泣いてた？」
「ううん。でも、お布団にくるまってるよ」
「それ、泣いてるよね。どうしよう」
「わたしは、ほしかった本、全部届いてた！　朝ごはん、いただきまーす」
　自分あてのプレゼントをテーブルに広げて、無邪気に、うれしそうだ。
　　　　　☆
　10分ほどして、こたが戻ってきた。やっと落ち着いたらしく、「ぱずるで、あそんでみる」と言っている。「わたしも、やる！」と、みなが食事の手を止める。
　プレゼントの袋を解き、パズルを箱から出して遊び始める。
「ぱぱ、これ、むずかしいけど、おもしろいよ」
「こたくん、ちょっと、わたしにやらせて」
「え、やあだ！　ぼくのだよ！」
　ふたりで楽しんでいるのを見て、期待を裏切った罪悪感が、少し和らいだ。
　　　　　☆
　そんなことがあっても、保育園への送りは、いつもと同じだった。
　近所のおばあちゃんに「おはようございます」とあいさつした後、「きょうそうだよ」と言って歩道を走る。小さな公園の水路の脇を、バランスをとりながら慎重に歩く。
「あしたから、おやすみだねえ」と、うれしそうだ。
　何とか、乗り切ったかな―――。このとき、再び打ちひしがれることになるとは、思わなかった。
　　　　　☆
　午前８時半の保育園は、仕事に向かうママやパパで慌ただしい。玄関には、バギーが無造作に置かれ、あちこちに靴が脱ぎ捨てられている。
　ゆっくりと上着や靴を脱ぐ子どもたちを、先に上がったママやパパが「早く」と、せかしている。
　　　　　☆
　こたを、うみ組の部屋に見送ってバイバイした、その後だった。
「こうたくんぱぱ、こうたくん、ぷらもでる、もらってた？」
　ちょうど登園してきた同級生に聞かれ、答えに詰まった。
「えーと・・・プラモデルは、明日、パパと買いに行くことになったよ」
「えー、なんで？」
「うーん・・・他のおもちゃもらったみたいだから、お部屋で、聞いてみて」
　それ以外、いい答えが浮かばなかった。
　　　　　☆
「ぼく、ぷらもでる、もらえるんだよ」
　うみ組の十数人のお友だちに、こたは、自慢していたに違いない。
　いつものように、よく通る、大きな声で。
　朝の涙のわけが、このとき、ようやく分かった。自分の反省が、浅はかだったことも。
　　　　　☆
　もう、こたはパパやママだけのものじゃない。
　お友だちと一緒に遊んで、話をして、笑って、時にはけんかして、自分の世界を大きく広げている。
　クリスマスを前に、サンタさんやプレゼントの話も、たくさんしたのだろう。プラモデルをもらったよ、と報告するのは、みんなとの約束に近いものだったのかもしれない。
　にぎやかな、うみ組の部屋を思い描いて、また、ひとり、ため息をついた。
　明日、おもちゃ屋さんで、みんなに自慢できるプラモデルを、きっと見つけよう。そして、こたの思いは伝わらなかったけど、悪いのはパパで、サンタさんは悪くないんだよと、フォローも忘れずに。
　　　　　☆
　サンタは来てくれる。いつも、期待通りのプレゼントを持って。





さっそく遊んだよ






2019/12/28
〈朝の寝室〉
みなこた連れて飛行機乗って買い物行って動物園に行って疲れたからかぐっすり寝すぎた朝はすでに７時すぎで朝ごはん作らなきゃと飛び起きたらすでに焼いた食パンやコーヒーの香りが漂っていることに気づいて二度寝に入る冬休みの実家。




2019/12/29
〈サンタさんからの？プラモデル〉
工期延べ20時間でやっと完成ランボルギーニ。
―――小さい頃よく作った。




やっと完成









みなさまに感謝


ママ
おじいちゃん、おばあちゃん
小学校・保育園の先生、お友だちと保護者の方々
お医者さん、看護師さん
見守ってくださるすべての方々




大阪・箕面の滝へ
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　1976年生まれ。大阪府池田市出身。大学・大学院で建築学を学び、新聞社に入社。前橋、京都勤務を経て政治部へ。趣味はランニングと料理。
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